
１
．
第
一
回
試
験
の
概
要

　

二
〇
二
一
年
一
月
に
第
一
回
大
学
入
学
共
通
テ
ス
ト

（
以
下
、「
共
通
テ
ス
ト
」）
が
実
施
さ
れ
た
。
今
年
度

は
例
外
的
に
第
一
日
程
、
第
二
日
程
の
二
回
の
試
験
と
、

特
例
追
試
験
が
設
け
ら
れ
た
。

　

事
前
に
公
表
さ
れ
て
い
た
共
通
テ
ス
ト
の
問
題
作
成

方
針
は
次
の
通
り
で
あ
る
（
二
〇
二
〇
年
六
月
）。

・
言
語
を
手
掛
か
り
と
し
な
が
ら
、
文
章
か
ら
得
ら
れ

た
情
報
を
多
面
的
・
多
角
的
な
視
点
か
ら
解
釈
し
た

り
、
目
的
や
場
面
等
に
応
じ
て
文
章
を
書
い
た
り
す

る
力
な
ど
を
求
め
る
。

・
近
代
以
降
の
文
章
（
論
理
的
な
文
章
、
文
学
的
な
文

章
、
実
用
的
な
文
章
）、
古
典
（
古
文
、
漢
文
）
と

い
っ
た
題
材
を
対
象
と
し
、
言
語
活
動
の
過
程
を
重

視
す
る
。

・
問
題
の
作
成
に
当
た
っ
て
は
、
大
問
ご
と
に
一
つ
の

題
材
で
問
題
を
作
成
す
る
だ
け
で
な
く
、
異
な
る
種

類
や
分
野
の
文
章
な
ど
を
組
み
合
わ
せ
た
、
複
数
の

題
材
に
よ
る
問
題
を
含
め
て
検
討
す
る
。

・
マ
ー
ク
式
問
題
の
新
た
な
出
題
形
式
と
し
て
、
い
わ

ゆ
る
連
動
型
の
問
題
（
連
続
す
る
複
数
の
問
い
に
お

い
て
、
前
問
の
答
え
と
そ
の
後
の
問
い
の
答
え
を
組

み
合
せ
て
解
答
さ
せ
、
正
答
と
な
る
組
合
せ
が
複
数

あ
る
形
式
）
を
問
題
作
成
の
ね
ら
い
、
範
囲
・
内
容

等
を
踏
ま
え
て
、
出
題
す
る
場
合
が
あ
る
。

・
大
問
別
得
点
の
詳
細
は
、
近
代
以
降
の
文
章
（
２
問 

100
点
）、
古
典
【
古
文
（
１
問 

50
点
）、
漢
文
（
１

問 

50
点
）】。

　

 （
な
お
、
令
和
三
年
度
試
験
で
は
記
述
問
題
は
出
題
し
な
い
と

さ
れ
て
い
た
。）

　

従
来
の
セ
ン
タ
ー
試
験
と
大
き
く
異
な
る
点
と
し
て
、

「
実
用
的
な
文
章
」
や
複
数
の
題
材
に
よ
る
問
題
が
出

題
さ
れ
る
可
能
性
が
示
さ
れ
た
こ
と
が
挙
げ
ら
れ
る
。

　

実
際
に
行
わ
れ
た
試
験
で
は
、
全
体
と
し
て
は
セ
ン

タ
ー
試
験
を
踏
襲
し
な
が
ら
も
、
複
数
の
問
題
文
や
、

資
料
を
含
む
設
問
・
言
語
活
動
の
場
面
を
想
定
し
た
設

問
な
ど
が
出
題
さ
れ
た
。

　

第
一
日
程
と
第
二
日
程
の
出
題
内
容
を
比
較
す
る
と
、

前
者
の
方
が
比
較
的
顕
著
に
新
傾
向
が
見
受
け
ら
れ
た
。

主
に
新
傾
向
と
思
わ
れ
た
点
は
、
下
表
の
通
り
で
あ
る
。

　

次
ペ
ー
ジ
以
降
で
は
各
大
問
に
つ
い
て
新
傾
向
部
分

を
中
心
に
分
析
す
る
。

２
．
第
１
問
︵
論
理
的
文
章
︶

第
一
日
程

第
二
日
程

昨
年
度

本
文
字
数

約
3400
字

約
3700
字

約
3200
字

設
問
数

５

６

６

マ
ー
ク
数

12

11

11

「
本
文
字
数
」
は
設
問
中
の
資
料
等
を
含
ま
な
い
（
以
下
同
様
）

　

第
一
日
程
は
香
川
雅
信
『
江
戸
の
妖
怪
革
命
』
か
ら

の
出
題
。
全
体
の
設
問
構
成
は
セ
ン
タ
ー
試
験
に
近
い

形
で
あ
っ
た
。
問
５

に
、
学
習
の
過
程
（【
ノ
ー
ト
１

〜
３

】）
を
踏
ま
え
て
本
文
の
理
解
を
深
め
る
、
新
傾

向
の
問
題
が
出
題
さ
れ
た
。
特
に
問
５

ⅲ
で
は
、
芥
川

龍
之
介
の
小
説
「
歯
車
」
の
一
節
が
引
用
さ
れ
、
複
数

の
文
章
を
踏
ま
え
た
う
え
で
内
容
を
理
解
す
る
こ
と
が

求
め
ら
れ
た
。
問
題
作
成
方
針
に
お
け
る
「
基
本
的
な

考
え
方
」
で
示
さ
れ
た
、「
学
習
の
過
程
を
意
識
し
た

問
題
の
場
面
設
定
」
が
踏
ま
え
ら
れ
て
い
る
と
思
わ
れ

る
。【
ノ
ー
ト
３

】
は
や
や
分
量
が
多
く
、
選
択
肢
も

三
行
の
た
め
解
答
に
時
間
が
か
か
る
が
、
紛
ら
わ
し
い

選
択
肢
は
な
い
。
目
新
し
い
形
式
で
は
あ
る
が
、
こ
れ

ま
で
と
同
様
、
文
章
の
内
容
を
正
確
に
読
解
で
き
る
か

が
ポ
イ
ン
ト
と
な
っ
た
。

　

ⅰ
は
、
段
落
構
成
に
関
す
る
問
題
。
選
択
肢
は
四
つ
。

【
ノ
ー
ト
１

】
で
段
落
分
け
が
既
に
さ
れ
て
い
る
た
め
、

該
当
の
段
落
を
読
み
取
る
。
各
段
落
の
概
要
を
正
確
に

押
さ
え
ら
れ
て
い
る
か
が
ポ
イ
ン
ト
。
ⅱ
は
、
や
や
広

い
範
囲
の
内
容
理
解
が
必
要
と
な
り
、「
近
世
」「
近

代
」
そ
れ
ぞ
れ
に
お
い
て
、
ど
の
よ
う
に
妖
怪
が
と
ら

え
ら
れ
て
い
た
か
を
読
み
取
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
た
。

　

そ
の
他
、
問
１

の
漢
字
問
題
で
選
択
肢
が
従
来
の
五

択
か
ら
四
択
と
な
っ
た
点
や
、
問
６

で
出
題
さ
れ
る
こ

と
が
多
い
表
現
に
関
す
る
設
問
が
出
題
さ
れ
な
か
っ
た

点
が
、
従
来
の
セ
ン
タ
ー
試
験
と
異
な
っ
た
。

　

第
二
日
程
は
多
木
浩
二
『「
も
の
」
の
詩
学
』
か
ら

の
出
題
。
第
一
日
程
よ
り
も
さ
ら
に
セ
ン
タ
ー
試
験
に

近
い
形
式
で
あ
っ
た
。
問
６

に
近
年
の
セ
ン
タ
ー
試
験

で
も
出
題
さ
れ
て
い
た
会
話
形
式
の
設
問
が
出
題
さ
れ

た
。
第
一
回
試
行
調
査
の
問
５

に
似
た
形
式
で
あ
り
、

本
文
の
趣
旨
を
正
確
に
読
み
取
っ
た
う
え
で
、
そ
れ
に

新
た
な
観
点
を
加
え
て
考
察
す
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
た
。

３
．
第
２
問
︵
文
学
的
文
章
︶

第
一
日
程

第
二
日
程

昨
年
度

本
文
字
数

約
3600
字

約
3600
字

約
4700
字

設
問
数	

６

６

６

マ
ー
ク
数

９

９

９

　

第
一
日
程
は
加
能
作
次
郎
「
羽
織
と
時
計
」
か
ら
の

出
題
。
二
〇
一
九
年
・
二
〇
二
〇
年
セ
ン
タ
ー
試
験
で

は
昭
和
期
の
小
説
が
続
け
て
出
題
さ
れ
た
が
、
今
年
は

大
正
期
の
作
品
が
取
り
上
げ
ら
れ
た
。

　

問
６

で
【
資
料
】（
問
題
文
に
対
す
る
批
評
文
で
、

作
品
の
欠
点
を
指
摘
し
た
も
の
）
を
も
と
に
作
品
の
解

釈
を
問
う
新
傾
向
の
問
題
が
出
題
さ
れ
た
。
問
題
作
成

方
針
の
「
異
な
る
種
類
や
分
野
の
文
章
な
ど
を
組
み
合

わ
せ
た
、
複
数
の
題
材
に
よ
る
問
題
」
を
意
識
し
た
設

問
で
あ
っ
た
。

第
一
回
大
学
入
学
共
通
テ
ス
ト
分
析 

　

第
一
日
程

第
二
日
程

第１問
近代以降の文章
（論理的文章）

設
問
中
に
三
つ
の

【
ノ
ー
ト
】（
問
題

文
の
ま
と
め
と
考

察
）
が
示
さ
れ
た
。

選
択
肢
が
生
徒
の

発
言
形
式
に
な
っ

て
い
る
設
問
が
出

題
さ
れ
た
。

第２問
近代以降の文章
（文学的文章）

設
問
中
に
【
資
料
】

（
問
題
文
に
対
す
る

批
評
文
）
が
示
さ

れ
た
。

生
徒
の
話
し
合
い

の
場
面
を
踏
ま
え

た
設
問
が
出
題
さ

れ
た
。

第３問
古文

設
問
中
に
【
文
章
】

（
和
歌
と
そ
の
解

説
）
が
示
さ
れ
た
。

本
文
中
の
「
月
」

の
描
写
を
多
角
的

に
問
う
設
問
が
出

題
さ
れ
た
。

第４問
漢文

問
題
文
と
し
て
二

つ
の
漢
文
が
示
さ

れ
た
。

設
問
中
に
【
資
料
】

（
別
出
典
の
漢
文
）

が
示
さ
れ
た
。

【
第
一
日
程・第
１
問

問
５
】
芥
川
龍
之
介

「
歯
車
」

引
用
部
分
の
内
容
を

正
し
く
読
み
取
り
、

本
文
に
お
け
る
筆
者

の
主
張
と
関
連
づ
け

る
作
業
が
必
要
と
さ

れ
た
。
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大
問
に
共
通
テ
ス
ト
の
問
題
作
成
方
針
に
則
っ
た
新
傾

向
を
織
り
交
ぜ
て
の
出
題
で
あ
っ
た
。

　

複
数
の
問
題
文
や
、【
資
料
】【
文
章
】
な
ど
が
示
さ

れ
る
問
題
で
は
、「
複
数
の
題
材
か
ら
、
大
意
や
問
わ

れ
て
い
る
こ
と
を
い
か
に
速
く
的
確
に
把
握
す
る
こ
と

が
で
き
る
か
」
が
大
き
な
ポ
イ
ン
ト
に
な
る
と
思
わ
れ

る
。「
速
読
力
」「
大
意
把
握
力
」
を
こ
れ
ま
で
以
上
に

身
に
つ
け
る
こ
と
が
必
要
と
い
え
る
。
ま
た
、
想
定
さ

れ
る
設
問
形
式
に
も
触
れ
て
お
く
こ
と
が
望
ま
し
い
だ

ろ
う
。

　

一
方
で
、
試
験
で
問
わ
れ
て
い
る
内
容
や
難
易
度
は

こ
れ
ま
で
と
大
き
く
異
な
る
も
の
で
は
な
く
、
従
来
通

り
本
文
の
文
脈
を
踏
ま
え
つ
つ
丁
寧
に
読
解
す
る
こ
と

が
求
め
ら
れ
た
。
確
実
に
得
点
す
る
た
め
に
は
、
基
本

的
な
「
読
解
力
」「
語
彙
力
」「
文
法
力
」
を
き
ち
ん
と

身
に
つ
け
る
こ
と
も
肝
要
で
あ
る
。

 

（
数
研
出
版
編
集
部
）

識
だ
け
で
は
解
答
を
絞
る
こ
と
が
で
き
ず
、【
問
題
文

Ⅱ
】
の
理
解
も
求
め
ら
れ
た
。
問
６

は
全
体
の
内
容
理

解
の
問
題
。
内
容
は
そ
れ
ほ
ど
難
し
く
な
か
っ
た
が
、

【
問
題
文
Ⅰ
】【
問
題
文
Ⅱ
】
を
踏
ま
え
て
解
答
す
る
こ

と
が
求
め
ら
れ
た
。

　

第
二
日
程
は
書
家
・
王
羲
之
の
故
事
を
記
し
た
、
曾

鞏
「
墨
池
記
」
か
ら
の
出
題
。
全
体
の
設
問
構
成
は
セ

ン
タ
ー
試
験
か
ら
大
き
く
変
わ
ら
な
か
っ
た
が
、
問
７

に
【
資
料
】
と
し
て
『
晋
書
』「
王
羲
之
伝
」
が
挙
げ

ら
れ
て
い
た
。
こ
ち
ら
も
「
複
数
の
題
材
に
よ
る
問

題
」
と
い
う
問
題
作
成
方
針
に
沿
っ
た
設
問
で
あ
っ
た
。

本
文
と
【
資
料
】
の
内
容
に
「
合
致
し
な
い
も
の
」
を

選
ぶ
問
題
。
本
文
・【
資
料
】
か
ら
選
択
肢
の
根
拠
と

な
る
箇
所
を
探
し
、
吟
味
す
る
必
要
が
あ
っ
た
。

　

な
お
、
漢
文
で
は
両
日
程
と
も
、
マ
ー
ク
数
が
九
つ

と
昨
年
度
よ
り
二
つ
多
く
な
っ
た
。

６
．
ま
と
め

　

全
体
と
し
て
セ
ン
タ
ー
試
験
を
踏
襲
し
な
が
ら
、
各

　

第
二
日
程
は
擬
古
物
語
『
山
路
の
露
』
か
ら
の
出
題
。

出
題
内
容
は
従
来
の
セ
ン
タ
ー
試
験
か
ら
大
き
く
変
わ

ら
な
か
っ
た
が
、
問
題
文
上
部
に
行
数
が
明
示
さ
れ
、

問
５

に
お
い
て
、
本
文
の
随
所
に
あ
ら
わ
れ
る
「
月
」

の
描
写
に
つ
い
て
問
わ
れ
た
。
資
料
の
提
示
な
ど
目
立

っ
た
新
し
さ
は
な
い
も
の
の
、
問
題
作
成
方
針
に
あ
る

「
文
章
か
ら
得
ら
れ
た
情
報
を
多
面
的
・
多
角
的
な
視

点
か
ら
解
釈
」
す
る
こ
と
を
要
求
す
る
設
問
で
あ
っ
た

と
思
わ
れ
る
。

５
．
第
４
問
︵
漢
文
︶

第
一
日
程

第
二
日
程

昨
年
度

本
文
字
数

176
字

166
字

100
字

設
問
数

６

７

６

マ
ー
ク
数

９

９

７

　

第
一
日
程
は
二
つ
の
問
題
文
が
出
題
さ
れ
た
。【
問

題
文
Ⅰ
】
が
『
欧
陽
文
忠
公
集
』
所
収
の
欧
陽
脩
の
五

言
古
詩
か
ら
、【
問
題
文
Ⅱ
】
が
『
韓
非
子
』
か
ら
の

出
題
。
問
題
作
成
方
針
に
あ
る
「
複
数
の
題
材
に
よ
る

問
題
」
で
あ
っ
た
。
二
度
の
試
行
調
査
で
も
【
問
題

文
】
が
二
つ
出
題
さ
れ
た
が
、
ど
ち
ら
も
一
つ
は
現
代

日
本
語
の
文
章
が
含
ま
れ
て
い
た
。
対
し
て
共
通
テ
ス

ト
で
は
二
種
類
の
漢
文
が
出
題
さ
れ
た
。

　

問
題
文
は
ど
ち
ら
も
「
御
術
」
に
関
す
る
内
容
で
、

問
３

と
問
６

が
二
つ
の
問
題
文
を
参
照
し
て
解
答
す
る

問
で
あ
っ
た
。
問
３

は
【
問
題
文
Ⅰ
】
の
詩
の
空
欄
に

入
る
語
を
【
問
題
文
Ⅱ
】
か
ら
選
ぶ
問
題
。
押
韻
の
知

　

問
５

で
は
、
本
文
中
の
和
歌
Ｙ
と
同
じ
場
面
で
詠
ま

れ
た
『
千
載
和
歌
集
』
の
和
歌
Ｚ
と
短
い
解
説
が
【
文

章
】
と
し
て
提
示
さ
れ
た
。
本
文
中
の
和
歌
Ｘ
Ｙ
と
あ

わ
せ
て
三
首
の
解
釈
が
問
わ
れ
、
問
題
作
成
方
針
の

「
異
な
る
種
類
や
分
野
の
文
章
な
ど
を
組
み
合
わ
せ
た
、

複
数
の
題
材
に
よ
る
問
題
」
を
意
識
し
た
設
問
で
あ
っ

た
。
六
つ
の
選
択
肢
か
ら
二
つ
の
解
答
を
選
ぶ
問
題
。

一
首
の
意
味
だ
け
で
な
く
、
和
歌
相
互
の
関
係
の
理
解

ま
で
が
求
め
ら
れ
た
。
参
照
す
る
内
容
は
多
い
が
、
和

歌
と
本
文
を
き
ち
ん
と
解
釈
で
き
れ
ば
解
答
で
き
る
。

　

こ
の
ほ
か
、
問
３

と
問
４

も
試
行
調
査
と
似
た
形
式

で
あ
っ
た
。
文
法
単
独
の
問
題
が
な
く
な
り
、
問
３

で

解
釈
や
表
現
効
果
と
あ
わ
せ
て
問
わ
れ
た
。
ま
た
、
選

択
肢
が
同
じ
箇
所
に
対
す
る
内
容
で
は
な
く
、
あ
る
文

の
そ
れ
ぞ
れ
別
の
箇
所
に
対
す
る
説
明
に
な
っ
て
い
る

こ
と
も
試
行
調
査
と
同
様
で
あ
っ
た
。
傍
線
部
を
た
だ

解
釈
す
る
だ
け
で
な
く
、
文
脈
を
踏
ま
え
て
一
つ
一
つ

選
択
肢
を
丁
寧
に
吟
味
す
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
た
。
問

４

も
試
行
調
査
同
様
、
選
択
肢
そ
れ
ぞ
れ
が
異
な
る
登

場
人
物
に
対
す
る
説
明
に
な
っ
て
い
た
。

４
．
第
３
問
︵
古
文
︶

第
一
日
程

第
二
日
程

昨
年
度

本
文
字
数

約
900
字

約
1200
字

約
1300
字

設
問
数

５

５

６

マ
ー
ク
数

８

８

８

　

第
一
日
程
は
『
栄
花
物
語
』
か
ら
の
出
題
。
全
体
の

設
問
構
成
は
第
二
回
試
行
調
査
と
近
い
形
で
あ
っ
た
。

　

ⅰ
は
、【
資
料
】
に
関
す
る
内
容
説
明
の
問
題
。
選

択
肢
は
四
つ
。
批
評
文
全
体
を
読
み
、
評
者
の
意
見
を

正
確
に
つ
か
む
こ
と
が
求
め
ら
れ
た
。
こ
の
時
代
の
文

体
・
語
彙
へ
の
理
解
や
慣
れ
に
よ
っ
て
も
読
解
に
差
が

出
た
と
思
わ
れ
る
。
ⅱ
は
、【
資
料
】
を
も
と
に
し
た

小
説
本
文
の
表
現
の
問
題
。
選
択
肢
は
四
つ
。「
評
者

と
は
異
な
る
見
解
」
と
し
て
最
も
適
当
な
選
択
肢
を
問

わ
れ
て
い
る
た
め
、
本
文
と
の
対
応
だ
け
で
な
く
、

【
資
料
】
と
の
対
応
も
確
認
す
る
必
要
が
あ
っ
た
。

　

第
二
日
程
は
津
村
記
久
子
「
サ
キ
の
忘
れ
物
」
か
ら

の
出
題
。
現
代
小
説
の
た
め
、
第
一
日
程
よ
り
本
文
自

体
は
読
み
や
す
か
っ
た
だ
ろ
う
と
思
わ
れ
る
。
全
体
の

設
問
構
成
は
セ
ン
タ
ー
試
験
に
近
い
形
で
あ
っ
た
。

　

問
６

に
会
話
文
の
空
欄
を
補
充
す
る
新
傾
向
的
な
問

題
が
出
題
さ
れ
た
が
、
心
情
や
人
物
像
を
丁
寧
に
読
み

取
れ
ば
特
に
難
易
度
の
高
い
問
題
で
は
な
か
っ
た
。

【
第
一
日
程・第
２
問

問
６
】
宮
島
新
三
郎

「
師
走
文
壇
の
一
瞥
」

設
問
意
図
が
や
や
分

か
り
に
く
く
、
と
ま

ど
っ
た
生
徒
も
い
た

か
も
し
れ
な
い
が
、

紛
ら
わ
し
い
選
択
肢

は
な
か
っ
た
。

【
第
一
日
程・第
３
問

問
５
】『
千
載
和
歌
集
』

の
和
歌
と
解
説
文

本
文
と
あ
わ
せ
て
三

首
の
解
釈
が
問
わ
れ

た
。

【
第
一
日
程・第
４
問

問
３
・
問
６
】

二
種
類
の
問
題
文
を

踏
ま
え
る
必
要
が
あ

っ
た
。
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